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仙台泉ロータリークラブ

藤岡 邦彦会長テーマ
「ロータリーの未来に挑戦しよう」

The Magic of Rotary

2024-25年度 国際ロータリー第2520地区
ステファニー・アーチックRI会長テーマ

米山記念奨学生 成 晋宇さん 仙台泉ローターアクトクラブより10名

【会務報告】 野村 佳生幹事

【 ゲスト 】

2025.6.26（木）D.2520仙台泉ロータリークラブ    第2591回例会 

【 ビジター 】 仙台冠RC 高橋育子幹事

泉区まちづくり推進協議会様より 令和7年度総会資料と会費納入のお願い

ガバナーエレクト事務所様より
米山記念奨学会寄５月末現在の寄付金報告
２０２５-２６年度 行事予定
米山記念奨学生 WEB例会に関する特例承認申請についてのお知らせ

会報拝受 仙台RC・仙台レインボーRC様より

本日、無事に2024-25年度の幹事退任挨拶をさせていただいております。
この1年、至らぬ点も多々あったかと思いますが、無事に任期を終えることができましたのは、
ひとえに藤岡会長をはじめ、理事役員の皆さま、そしてクラブの全ての会員の皆さまのご支援と
ご協力のおかげです。心より御礼申し上げます。幹事という役目を通して、改めてロータリーの
奥深さと、泉クラブの皆さんの温かさ、そして「奉仕とは何か」を学ばせていただいた1年でもありました。日々の
例会や奉仕活動、委員会運営、そしてさまざまな行事を通じて、ロータリーの活動が、いかに人と人をつなぎ、地
域に根ざしたものであるかを実感いたしました。
また、段取りや調整といった裏方の仕事の大切さ、そしてその難しさを肌で感じる経験にもなりました。
この1年は例年よりも、白髪とシワが増えたかもしれませんが、その分、経験と学び、そして感謝の気持ちが深まっ
たと思っております。特に印象に残っているのは
・会長とともに各地のロータリークラブの周年行事に参加させていただいたことです。クラブごとの雰囲気の違い
や、それぞれの地域で築かれてきた奉仕の歴史に触れ、感動できました。そして、どの場所でも親しく交流を深め
る藤岡会長の姿は、まさに私の目標になりました。私も様々な会に友人を作りたいと思いました
・在仙合同幹事会では、他クラブの幹事の方々と出会い、横のつながりの大切さを実感する機会にもなりました
・仙台冠RCの育子幹事とはたくさん楽しい時間を過ごせました。
 ・例会のあと、宏喜さん、沢崎さんと毎週のようにご一緒する時間をいただけたことも、私にとって大きな励み
であり、心の支えでした。
・韓国での親善会議への参加も、国際ロータリーの広がりと可能性を感じる素晴らしい経験となりました。
最後になりますが、ジェイコブの件です。異なる文化・背景を持つ一人の人生に深く関わるという、当たり前で

ありながらも見落としがちな「重み」に気づかされた出来事でした。正直、それまでは「大きな問題さえなければ
うまくいくだろう」と考えていた自分の甘さを反省し、大きな学びを得ることができました。
また、クラブとして継続してきた事業と、新しくチャレンジする活動とのバランスの取り方についても、日々悩み
考えさせられた1年でした。それでも、こうした一つひとつの経験は、幹事でなければ得られなかった貴重な機会だ
ったと心から感じています。今後は幹事経験者として、この役割の尊さや楽しさを、あとに続く方々へと伝えてい
きたいと思います。

100周年という節目に向けて、今後ますますクラブを支えられるよう、自身の健康にも気をつけながら、しっか
り頑張ってまいります。 そして最近、自分より若い会員が少しずつ増えてきたことに、内心ホッとしている自分も
おります。次世代とともに、ロータリーの未来に挑戦する気持ちを次へとつなげていく役割を果たしていけたらと
思います。
最後に、1年間という短い間ではありましたが、皆さまのあたたかいご指導・ご協力に心より感謝申し上げ、

退任のご挨拶とさせていただきます。本当にありがとうございました。

野村 佳生幹事 退任挨拶

【乾杯の挨拶】 鎌田 善幸 ガバナー補佐



「ロータリーの未来に挑戦しよう」
変革への一年、そしてその先へ

私が会長職をお預かりした2024-2025年度の年度
テーマに「ロータリーの未来に挑戦しよう」を掲げ
クラブ運営に臨みました。このテーマは、単なる
スローガンに留まらず、私たちロータリークラブが
直面する現代社会の課題に対し、果敢に立ち向かい
新たな可能性を追求していくという強い決意の表明
でした。社会情勢が目まぐるしく変化し、人々の価
値観が多様化する中で、ロータリーがその存在意義
を保ち、地域社会に貢献し続けるためには、常に未
来を見据え自らを変革していく必要性を痛感してお
りました。
この挑戦の象徴として、具体的な目標に「会員５

名増強」を掲げました。これは、クラブの持続可能
性と活性化を測る上で、避けては通れない喫緊の課
題であると認識していたからです。目標達成のため
には、会員一人ひとりの積極的な関与が不可欠でし
た。皆様には例会へのゲスト招待を促し、地域イベ
ントへの積極的な参加を通じて、クラブの魅力を内
外に発信していただきました。特に印象的だったの
は、ある会員が自身のビジネスパートナーを熱心に
誘い、その方がロータリーの奉仕活動に深く共感し
入会を決意してくださったことです。また、クラブ
のウェブサイトやSNSを活用した広報活動にも力を
入れ、より多くの潜在的な会員にロータリーの理念
と活動を知ってもらう努力を重ねました。
ときには、多忙な日常の中で個人的な時間を割いて
まで、クラブのために尽力してくださる皆様の姿に
私は深い感銘を受けました。その結果、私たちは見
事にこの目標＋αを達成し、多様な職業、年齢そして
バックグラウンドを持つ新たな６名の素晴らしい仲
間を迎え入れることができました。
新会員の皆様には、この場を借りて改めて心より

歓迎の意を表したいと思います。皆様の新鮮な視点
と活力が、クラブに新たな息吹を吹き込んでくれる
ことと実感しております。彼らがもたらしてくれる
新しいアイデアやエネルギーは、例会・クラブ活動
を活性化させ、奉仕活動の幅を大きく広げてくれる
ことでしょう。会員増強は単なる数字の達成ではな
く、クラブの未来への確かな投資であり、その成果
はすでに現れ始めています。新しい会員が加わるこ
とで、クラブのダイナミズムが増しより多角的な視
点から奉仕の機会を探求できるようになります。
これは、まさに「挑戦」がもたらす具体的な
「未来」への一歩であると確信しています。

感謝と未来への希望：次なる飛躍に向けて

この一年間、会長として様々な経験をさせてい
ただきました。時には困難な決断を迫られること
もありましたが、幹事、会計、そして各委員長の
皆様、そしてすべての会員の皆様が、常に支えて
いただき、共に考え、行動してくださいました。
皆様の献身的なご協力がなければ、この一年を乗
り切ることはできませんでした。特に、毎週の例
会準備、奉仕プロジェクトの企画・実行、そして
クラブ運営に関わる多岐にわたる業務に尽力して
くださった方々には、感謝してもしきれません。
皆様の情熱と惜しみないご尽力のおかげで、私た
ちの仙台泉ロータリークラブは確実に前進し、よ
り強く、より魅力的な存在になったと確信してお
ります。この一年間、皆様と共に築き上げた成果
は、クラブの歴史に新たな1ページを刻むものとな
るでしょう。
来年度からは新たな会長のもと、新たな挑戦が

始まることでしょう。しかし、この一年で培った
「変化を恐れず挑戦する精神」と、「若い世代の
エネルギーとベテランの知恵の融合」こそが、私
たちの揺るぎない羅針盤となります。ロータリー
に対する情熱と奉仕の精神は何ら変わることなく
この強みを活かして、私たちのクラブはさらに大
きく飛躍できると信じております。鷲尾次期会長
には、この一年で得られた経験と学びを最大限に
活かし、さらに素晴らしいクラブへと発展させて
くれることを期待しています。私もまた、一会員
として、微力ながらクラブの発展に貢献し続けた
いと願っております。
最後になりますが、この一年間、支えていただ

き、共に歩んでくださったすべての皆様に、改め
て心からの感謝を申し上げます。皆様との出会い
そして共に過ごした時間は、私の人生にとってか
けがえのない宝物となりました。この仙台泉ロー
タリークラブの会長を務めさせていただいたこと
を、生涯の誇りとして心に刻みます。
これからも引き続き、ロータリー活動へのご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
ロータリーの未来が、皆様と共に輝かしいものと
なることを心より願っております。
ありがとうございました。

藤岡 邦彦会長 退任挨拶

この度、仙台泉ロータリークラブ第53代会長職を拝命し、一年間の任期を無事に終えるこ
とができました。皆様の温かいご支援とご協力のおかげで、この大役を全うできましたこと
心より感謝申し上げます。この一年間の所感と皆様への感謝の気持ちをお伝えできることを
大変光栄に思います。退任した今、走馬灯のようにこの一年の出来事が脳裏をよぎります。
喜びも、苦労もそして何よりも皆様との絆が、私の心に深く刻まれています。



及川 赳会員 会長幹事 ご苦労様でした
鷲尾光男会員 藤岡会長 野村幹事 一年長いようで短かったでしょう。この一年間有難うございました
永井孝憲会員 一年間お疲れ様でした。 清水俊弘会員 会長 幹事お疲れ様でした
仙台泉RAC友部匡博会長・仙台泉RACの皆様より いつも大変なサポートをいただいていているので
以下同意文にて 市川・梅津・金子・鎌田（一）・鎌田（満）・鎌田（善）・木村・工藤・蹴揚・小池・小早川

斎藤（文）・沢崎・鷲見・高松・時・中嶋・中村・野村・藤岡・堀越・前田
三浦（宏）・三浦一・村上・鷲尾（広）・和野 各会員

今回 54,000 円 今年度累計1,478,000円

【寄付金積立】   米山記念奨学会特別寄付 13名より13,000円 今年度累計 838,800円

発行日 2025.7.10
木村光宏 会報広報委員長

事務局・例会場 宮城県仙台市青葉区本町2丁目
3番1号  江陽グランドホテル内

Tel：022-264-5252 ・Fax:022-267-5265

E-mail:izumi.rc@theia.ocn.ne.jp

2025-26年度の会長幹事へ役員バッチ引き継ぎ

新会員 入会報告

渡辺 進也氏   職業分類：経営相談 （例会参加は9月からを予定）

  有限会社 まる進 代表取締役

所在地 仙台市宮城野区宮城野1-17-25

 TEL022-297-3188 FAX022-291-9427  

推薦者 菅原裕典 野村佳生

2025-26年度の鷲尾広也会長 堀越康寛康浩幹事へ現役員章を引き継ぎし
2024-25年度 藤岡邦彦会長 野村佳生幹事へ前役員章を授与

【ニコニコBOX】

今年度 ポールハリスフェロー

藤岡邦彦会長（+5回）市川芳雄会員（+4）

 鎌田一夫会員（+8） 時 準雄会員（+7）

    

今年度 米山功労者

及川 赳会員（第15回） 鎌田一夫会員（第10回）
高松忠次会員（第12回） 藤岡邦彦会長  （第5回）
鷲尾光男会員 （第5回）
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